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感触や素材の特性から、木製にこだわり、動きを特徴と 繰り返し後ろに伝えてゆき、ギィクシャクした動きをEと
することによって、能動的な遊びを促す遊具をデザイン む。
し、制作した。
直接手にするものなので、安全性には特に配慮した。素 4.PAT · PAT·PATTE町可
材のほとんどは、無垢の木材で、強度を確保するために接 760ﾗ145ﾗ600mm 
合はほぞ組を基本とし、特に着色はせず、木材本来の色で ナラ、ラミン、シナ合板
表現した。汚れの付着を防止する意味で、表面には、人体 梯子状の最上部から、十字に組んだ合板のピースを落
に危険有害物質を含まない浸透性のウッドオイルを塗布 として、表面に描かれたパターンの変化を楽しむ遊具。
している 。 合板のピースは、梯子状の斜面を落ちてゆく際、パタパタ
構造や動きの特徴などを個々に解説してゆく 。 と音を立てながら回転してゆく 。4パターンで一巡するよ
うに描かれているため、パラパラマンガのように模様が
I.PULL TOY-A 動いて見える。
max. 1240 ・ min.660× 90 × 100mm
ブナ、ウ ォ ルナット
昨年制作したWRIG- 12の改良タイプである。連結棒は、
着色せず木そのものの色で見せた。最前部の連結棒を短
く して地面との接触を避けた。 さらに最前部の車軸を車
輸の中心にして、紐を引っ張っ たときに逆のモーメント
が掛か ら ないようにした。それによ り 、動きがさらにスム
ーズになっ た。滑り止めのゴムをドットタイプに替え、
すっ きりとしたデザインになった。
2.PULL TOY-B 
760ﾗ120ﾗ100mm 
ブナ、ウ ォルナット
3対の車輸を関節をもった連絡棒がつないでいるPULL
TOY。真直ぐにヲ l っ 張ろうとしても、後ろが言うことを
聞いてく れない。後ろの車輪は右へいったり左へいっ た
り 、検振れをする 。簡単な仕組みだが、蛇行して進む様は、
とてもユーモラスに見える 。
3.PULL TOY-C 
600ﾗ56ﾗ100mm 
ウォ ルナ ッ ト、 プナ
6速の列車型のPULL TOY。個々の車体の中央に車輸が
あるため、 ち ょ っ としたきっかけで前傾になったり後傾
になったり する 。 しかし、通常紐をヲ｜く方向は、斜め上向
きになるため、車体の傾きは固定されたまま引っ張られ
て しま う。それを防ぐために。先頭の車体の前部に錘を入
れて， 5 1 く カが弱まると前傾になるようにした。こうする
ことに よ って引く力の微妙な変化で、車体が前傾後傾を
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5.0BLI-A 
｢ 100ﾗ75mm 
ブナ、カリン、ラミン
車輪を傾斜させた状態で車軸に固定した、転がす遊具。
真直ぐ転がっているのだが、車輸が傾斜しているため、
蛇行しているように見える 。 さらに、車軸を4本にしてそ
の中に円柱形のプロックを入れることによって、そのブ
ロックが左右に音を立てながら、移動する 。単純な動きの
中に、変化を与える 。 この遊具は、もう一つの遊び方があ
る 。緩やかに傾斜したレールを設け、その上を転がす。車
軸の断面が、円でなく四角に近いため、カタンカタンと断
続的に転がる 。音と動き が合体した遊具になる 。英語の
“oblique＇『（斜めの、傾いた）から命名。
6.0BLI-B 
｢ 100ﾗ165mm 
ブナ、カリン、ラミン、金属球
OBLI-Aの車軸の中に収まる円柱形のブロックの代わ
りに、スムーズに移動する金属球を入れたもの。移動が顕
著なので、車軸をそのまま伸ばし車輸を貫かせ、よりダイ
ナミックな移動を叶えた。金属球の場合、重さの移動があ
るため、動きに緩急ができ、OBLI-Aとは、また違ったもの
になった。
（すべて2000年制作）
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